
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             複数の資料から適切な情報を得て，自分の考えを具体的に書くことができるかどうかをみる。    ［第２学年］Ｂ書くことウ 事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えたり，描写を工夫したりして書くこと。       Ｃ読むことオ 多様な方法で選んだ本や文章などから適切な情報を得て，自分の考えをまとめること。    今回の問題は，今年度全国学力・学習状況調査の対象となった生徒が，小学校６年生の時に行った平成 24 年度全国学力・学習状況調査【小学校】国語Ｂ３四の「複数の記事を結び付けながら読み，事実を基にして自分の考えをもつことができるかどうかをみる」問題に課題が見られたことを踏まえて出題されたものである。この時の広島県の正答率は 40.4％（全国 37.7％）であった。 

２ 三 適切な情報を得て，自分の考えを書く 正答率 24.8％ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

                                                                                                                                                                                                               
         
    

    

    

    

    

    

問題の趣旨問題の趣旨問題の趣旨問題の趣旨    

学習指導要領における領域・内容学習指導要領における領域・内容学習指導要領における領域・内容学習指導要領における領域・内容    

分析と課題分析と課題分析と課題分析と課題    

（正答の条件） 次の条件を満たして解答している。 ① 【Ａ ウェブページの文章】，【Ｂ 日本の人口推移を表したグラフ】，【Ｃ 雑誌の記事の一部】の中からいずれか二つを選んで，その記号を塗り潰している。 ② 選んだ二つの資料の内容を適切に取り上げて書いている。 ③ 2020 年の日本がどのような社会になっているかを予想して具体的に書いている。 ④ 社会にどのように関わっていきたいかを具体的に書いている。 ⑤ 「二〇二〇年の日本は，」に続けて，八十字以上，百二十字以内で書いている。 （正答例） 【ＡとＢを選択】（二〇二〇年の日本は，）オリンピック・パラリンピックの影響で様々なスポーツに注目が集まるだろう。今後増えていく高齢者もスポーツに関心をもつと思われる。そのような社会に，私は，スポーツ関連のボランティアをすることで積極的に関わっていきたい。（118 字） 【ＢとＣを選択】（二〇二〇年の日本は，）高齢者が増え，その高齢者を支援する様々な生活支援ロボットが活躍する社会になっているのではないでしょうか。私は，今よりも更に安全で性能が高いロボットを開発する仕事に就き，社会に貢献したいと思いました。（110 字） 

（「新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）」による。）



            今回の結果から，複数の資料から情報を取り出し，自分の考えを具体的に書くことには依然課題があることが分かる。誤答で多かったのは，条件①，②，③，⑤を満たしているものの，④の「社会にどのように関わっていきたいかを具体的に書いている。」を満たすことができていないもので，広島県では 46.6％であった。（全国 44.7％）      この誤答は，2020 年の社会にどのように関わっていきたいかを書けていない。一つ一つの資料の内容は理解できているものの，それらを関係付けて自分の考えをもつことができなかったと考えられる。       この誤答は，下線部を見ると，一見自分の考えを書けているように思えるが，2020 年の社会にどのように関わっていきたいかが具体的に書かれていない。自分の考えを具体的にもつことができない，もしくは，抽象的な内容を具体的に説明する力に課題があることが考えられる。  なお，Ｂ３三にも，自分の考えの形成に関わる問題として，小説の最後の一文があった方がよいか，ない方がよいか自分の考えを書くというものがあるが，広島県の正答率は，33.6％（全国 31.1％）であり，そこでも自分の考えの形成に課題があることが明らかとなっている。   ○○○○    複数の本や資料から得た情報を自分と結び付けて考えさせる必然性のある言語活動を設定複数の本や資料から得た情報を自分と結び付けて考えさせる必然性のある言語活動を設定複数の本や資料から得た情報を自分と結び付けて考えさせる必然性のある言語活動を設定複数の本や資料から得た情報を自分と結び付けて考えさせる必然性のある言語活動を設定した単元を仕組みましょう。した単元を仕組みましょう。した単元を仕組みましょう。した単元を仕組みましょう。    今年度の「基礎・基本」定着状況調査で課題であったタイプⅡの五２「情報の取り出し 根拠を明確にした記述」の指導のポイントとして，考えたことをポスターにして伝えるという学習を提案しています。そのような複数の情報を関係付け，自分の考えを書く必然性のある言語活動を設定して指導することが効果的です。他にも，国立教育政策研究所の「平成 27 年度全国学力・学習状況調査 授業アイディア例」には，複数の資料から適切な情報を取り出し，それらを関係付けながら自分の考えを具体的に書く学習が提案されています。それらも参考にして授業改善を進めましょう。また，国語科だけでなく，他教科等でも，多様な情報に触れて自分の考えを具体的に表現する機会を多く設定していくことが大切です。 

指導のポイント指導のポイント指導のポイント指導のポイント    

平成 24 年度全国学力・学習状況調査 小学校国語Ｂ３四 
（誤答例） 【ＡとＢを選択】（二〇二〇年の日本は，）東京オリンピックが開催され，世界から多くの人がやって来て，世界とのつながりが広がるすばらしい社会になっていると思う。だけど，少子高齢化で大変な社会だとも思う。（90 字） 
 （誤答例） 【ＡとＢを選択】（二〇二〇年の日本は，）高齢化が進んでいくと考えられる。そうなれば，介護を必要とする人が増え，身体の動きを支援する装着型ロボットが幅広く活用されることになるだろう。自分もこれからの社会に関わっていきたい。（101 字） 


